
自動運転のある未来ショーケース

自動運転が受容される社会を目指して、未来像を共有します。
官民連携により、技術開発や制度整備を促し、社会実装を実現します。

官民ITS構想・ロードマップ2018
自動運転やITSを巡る大きなイノベーションが世界で加速しています。日本は、このような大きなイノベーションの流れ
に対して、社会全体として適応し、今後も引き続き、世界最先端のITSを維持・構築し、世界一の道路交通社会による
メリットを国民が享受するための戦略を官民が一体となって策定しています。

官民ITS構想・ロードマップは、2014年に策定以来、
ITS・自動運転を巡る最近の情勢変化等を踏まえ、毎年改定しています。

2025年完全自動運転を見据えた市場化・サービス実現のシナリオ

2020年まで 2020年代前半 2025年目途

交通事故の削減
交通渋滞の緩和
産業競争力の向上

人口減少時代に
対応した
物流の

革新的効率化

全国各地域で
高齢者等が自由に
移動できる社会
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限定地域での
無人自動運転移動
サービス〈レベル4〉

高速道路での
自動運転バス
〈レベル2以上〉

限定地域での
無人自動運転配送

サービス

高速道路での
隊列走行トラック
〈レベル2以上〉

高速道路での
完全自動運転トラック
〈レベル4〉

高速道路での
完全自動運転
〈レベル4〉

高速道路での
自動運転

〈レベル2・レベル3〉

一般道での
自動運転
〈レベル2〉

高度安全運転
支援システム（仮称）

限定地域での
無人自動運転移動
サービス〈レベル4〉

公道実証
※対象地域・ODD、

サービス内容・範囲の拡大
●遠隔型

●過疎地域等

大規模
実証

開発・実証 普及

開発・実証 普及・拡大

開発・実証

内閣官房


